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【１．NPO 法人 TEAM 挑戦理事長挨拶】 
地球上では、相変わらず、紛争、戦争が起き、権力闘争に明け暮れ、目先の利益に振り回

されているこの悲しい現状。IT技術、機械技術、科学、ありとあらゆるものが、進歩をと
げているにもかかわらず、同じ過ちを繰り返していく人々。ギアを少し入れ替えるだけで、
多くの人々のパワーをおおいに活用し、もっと理想の地球を作ることができるにも関わら
ず、それをしない人々。 
我々TEAM 挑戦はそれに気づき、行動し、発信し、波及させ、100年先の人々の幸せな生活

づくりに邁進していく所存であります。 
 

僕らは「笑顔あふれる 100 年先の地球」を創造します。 
NPO 法人 TEAM 挑戦は、創業して早４年目に入ります。本年度をホップ・ステップ・ジャ

ンプの「ホップ」と位置づけ、活動を次のステージに広げていこうと思っております。こ
の「100年先未来プロジェクト」は、「ホップ」をなすうえで根幹となるプロジェクトです。
なぜなら、我々TEAM 挑戦の理念は、「笑顔あふれる地球の創造」であり、そのためには、
100年先の理想像が必要であるからです。 
我々は、100年先の理想の地球を世界中の人々と議論し、共有し、それに向けた流れを作

ります。100年先の真のダイバーシティ社会を、100年先の誰もが当たり前に挑戦できる社
会を、紛争で命を落とすことのない世界を、家を追われ理不尽に命を落とすことのない地
球を、どうやれば作れるのか本気で考え、議論します。100年先は、我々の誰も生きていな
いでしょう。だからこそできることを、今からやりたいと思っています。 
「笑顔あふれる 100年先の地球」とはいったいどんな姿でしょう。もちろん、私たちも答

えは持っていません。ただ、何もせずに、平和に、衣食住に困らないだけの世界は誰も望
んでないでしょう。汗をかき、畑を耕し、労働をし、食事をし、家族、地域、国、地球とい
うコミュニティーの中で、様々なことに挑戦し、「人間らしく生きる」世界が理想なので
はないでしょうか。 
 
すべての人には挑戦する権利があり、挑戦する志こそ、未来を切り開きます。 
国籍、宗教、障がいの有無など関係なく、挑戦する気持ちがあれば、何かを本気で変えた

いと思うのであれば、我々はチームになれます。お互いがパートナーとなり、理解しあい、
配慮していく。コミュニケーションを密にとり、連携していく。これが、100年先の地球の
理想の姿の根源になると考えます。この考え方をもっとも効率的に広めていくことが、100
年先の地球の未来の大切な礎になると考えています。 
 

私たちは世界の人々の理想をもりこみ、世界中に提言していきます。 
100年未来プロジェクトは、世界中の人々と議論し、発信してこそ本当に価値のあるプロ

ジェクトになります。そして、その提言を聞いた、一人が隣の人に話し、議論し、一緒に
行動し、周囲に変化を与えていく、そういう草の根から世界が変わっていくことを願って
います。2017 年は、その輪を広める元年としたいと思っています。そして、本提言書は、
その議論の元になるものです。 
我々が世界に投じた一石の小さな波紋が、世界中に拡大していくことを願っています。そ

して、我々TEAM挑戦は、願うだけでなく、燃える太陽のように情熱と勇気をもって発信し、
行動していきます。 
 
100年先未来プロジェクトは、まだまだ生まれたばかりの赤ん坊です。親ばかかもしれま

せんが、世界を変えるプロジェクトになると本気で信じております。本プロジェクトに興
味もっていただき、この提言書に目を通してくださっているあなたの未来が良い方向に変
わることを祈念しております。そして願わくは一緒に活動ができることを楽しみにしてお
ります。何卒、ご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 
 

NPO法人 TEAM 挑戦理事長 後藤一 
 
 



 

【２．100 年先未来プロジェクト室長挨拶】 
皆さんこんにちは。100年先未来プロジェクト室 室長の法雨 大佑です。100年先未来

プロジェクトは、その名の通り、100 年先の地球の理想像を世界中の人々が考え、議論する
場を作ろうというコンセプトで立ち上がりました。 
みなさん、100 年前の世界、1916 年の世界想像できますか？一部の富裕層のみが車を所

有し、民衆はラジオにくぎ付けでした。第一次世界大戦まっただ中で多くの命が奪われま
した。アインシュタインが一般相対性理論を提出したのもこの年でしたね。1916年の人々
の気持ちになって考えてみて下さい。100 年先の未来をどう考えていたでしょうか？イン
ターネット・スマートフォン・薄型テレビ・世界を結ぶ交通網（高速鉄道や飛行機網の発
達）・宇宙開発を想像していたでしょうか？一部の先進的な知見を有した人は、これらの出
現を予想できたのかもしれません。しかし、2016 年の世界は 1916年の 99%の人々の想像を
超える進化を遂げているはずです。 
これからの、100 年はさらに進歩の速度が上がるでしょう。AI の出現により、我々の想

像を遙かに凌駕する進歩が考えられます。そんな中で、我々はどこに進めばいいのでしょ
うか？最良の選択肢は何なのでしょうか？ 
普段の生活に追われ、100年先の理想像など考えないのが普通です。せいぜい、1年先の

プランがあればいい方です。しかし、我々はこの劇的に進化する世界の中において、賢明
な選択を繰り返していく必要があると思います。今後我々が持つであろう力は強大である
が故に使い方を誤ると取り返しがつかないことになります。核兵器がいい例ですね。 
人間の遺伝子操作は倫理的に許容されるのか、人工知能やロボットの進化を進めること

は本当に正しい判断なのか、化石燃料を使い続けることは正しいのか、人間の理想の姿と
は地球の理想の姿とは・・・。 
我々は、100年先の地球の理想像を描きます。その理想像は、我々が今後していくべき判

断の基準になるでしょう。我々の進むべき道を照らしてくれる灯りになるでしょう。 
100年先の未来では我々は誰も生きていないはずです（寿命が延びたらあるいは・・・）。

100年先の未来にはある意味我々は無責任です。しかし、無責任ということは、利権も、エ
ゴもないのです。純粋に我々の子孫のための残すべき理想を考えられるのです。 
我々の 100 年先の理想像は全世界的に議論する必要があります。なぜなら、世界はダイ

バーシティに溢れているからです。我々は地球の理想像を世界中の人々が理解できる・納
得できるものに少しでも近づけていきたいと思います。そのために、世界中の人々を巻き
込んだ議論が必要なのです。 
人類の価値観は非常に多様です。多様であるがゆえに、これまで多くの軋轢を生んでき

ました。しかし、軋轢の多くは理解不足が原因です。100年先未来プロジェクトにおける議
論は、みな平等のプラットフォームで行います。相容れない考え方がある可能性もありま
す。受け入れられないまでも、その考え方を知ることがまずは大切です。我々は、言葉を
持っています。人類最大の武器である言葉を使用して、まずは、議論しましょう！ 
さて、本年はまず１回目の提言書の作成となります。我々、TEAM挑戦で考え議論のたた

き台となるように作成しております。なるべく、多くの論点・課題を抽出し、その中でも
バイオテクノロジーをトピックスに掲げ深堀しています。まだまだ、議論の詰め切れてい
ない部分、不足部分、間違っている部分が多くあると思います。しかし、10年後、我々の
提言書は必ず世界の指針となります。来年以降、世界中を巻き込んでの議論の場を作成し
ていき、世界の人々が考える 100年先の理想の姿を議論していきます。 
最後に、この第１回の提言書の作成に関わった方に感謝を申し上げます。10年後にはこ

の第１回の提言書を笑いものにしながらお酒を飲む機会を約束します。それは、作成に関
わった皆様だけの特権ですから。 

 
2016 年 12月吉日 100年先未来プロジェクト推進室 室長 法雨大佑 
 
 
 
 
 



 

【３．100 年先未来プロジェクトとは？】 

簡単に言うと、「世界中の人々とともに、100年先の地球の理想像を考え、議論する」プロジェクト

です。議論は、リアル・ネットを通じて行われ全世界の人々が参加できるようにします。 

我々、TEAM挑戦は、「100年先の笑顔あふれる地球を創造する」という理念のもとに発足したNPO法人

であり、100年先の地球上のすべての人が笑顔になれる社会を目指し様々な活動をしております。とこ

ろで、100年先の地球上のすべての人が笑顔になれる社会とは一体どんな社会なのでしょうか？まだ、

我々も明確な定義を持っていませんし、我々の理想を世界に押付けても本当の理想の姿にはならない

でしょう。国連や各国が出している指針を踏襲したとしても、一部の権力や利権が入り込んでしまい

本当の理想の姿にはならないでしょう。我々は、NPO法人の特徴を生かして最大限、利権や権力とは離

れた場所で100年先の理想を考えていきます。 

我々は、100年先の理想像を世界中の人と一緒に作り上げていきたいと思います。リアル・ネットを

通じて議論し、一緒に作り上げていくのです。今までは、一部の政治家や権力者が未来の姿を自分に

都合の良いように描いていました。しかし、今後は全世界の人々が同じステージで議論し、その結果

を政治家に届け、世界を変えていくのです。 

ところで、100年先の未来と言えば、今、この議論に参加する人はほとんど生きていないでしょう。

だからこそ、純粋に我々の子孫に残すべき理想像を考えられるのではないでしょうか。そして、何よ

り100年先の未来を考えると楽しくなりませんか？ 

100年先未来プロジェクトは「100年先の笑顔あふれる地球にするためには、どんな世界が理想なの

かを考える」という大義の下に、世界中の人々が夢や理想を語る楽しい場になっていいと思います。

100年先の世界にはこうあってほしい、だから今、自分はこれをがんばるんだ。そんな、声が聞こえて

くることもこのプロジェクトの魅力になるのだと思っています。 

 

 

【４．100 年先未来プロジェクトのミッション】 

【議論】100年先の世界の理想像を議論する場を作り、世界に拡大していく 

【提言】100年先の世界の理想像の提言書を作成し、世界に発信していく 

【行動】100年先の世界の理想像に向けて我々はどうするべきなのか考え、行動に移していく 

 
【５．本提言書の目的】 
本提言書は、第１回の提言書であり主に TEAM 挑戦内で議論されたものです。そのため、あくまで議

論のたたき台となるべきものと考え、なるべく網羅的に論点を挙げることにこだわり作成しました。今

後の議論がこの提言書を基に発展していくことを願っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

【６．論点の体系化の考え方】 
100 年先の未来を考えるうえで、漠然と考えても話が前に進みません。そこで、100 年先の未来の理

想像を細分化して分野毎に議論を進めていきたいと思います。まずは、大分類・中分類・小分類に分け

て細分化していきます（図１） 

以下に各分類の定義を記します。 

・大分類：100 年後の未来を考えるうえで、根幹となるもの。あらゆる分野を考える際の、基本となる

概念。（イメージ：哲学的なもの） 

・中分類：各々は対等のレベルでの論点であり、ある程度の独立性が保たれている。 

 （イメージ：大学の学部の分類、法学部とか工学部とか理学部とか） 

・小分類：中分類の１つまたは複数の項目に包括されているもの。 

 （イメージ：大学の学科 建築学科、物理工学科、地域経済科、国際交流科など） 

各階層の分類は、各々がある程度の独立性を持つものとしますが、緩やかな繋がりを有しており、相

互に影響しながら議論が進むものとします。 

図１．議論する大分類・中分類・小分類 

 

なるべく、あらゆる可能性や意見を取り入れるため大分類や中分類はある程度の曖昧さを有した上で

設定します。基本的に小分類にて議論を深めていきます。小分類での議論内容を中分類にフィードバッ

クして、さらに大分類にフィードバックしていきます。また、各分類内でも、各議論分野が相互に混ざ

り合いながら、議論を進めていきます。 

 
【７．議論の進め方】 

100 年先未来プロジェクトでは、100 年先の理想像を描きます。ただし、ある程度根拠に基づいた理

想像を描かないと議論が発散してしまうでしょう。我々は、過去を勉強し、現在を的確にとらえ、未来

を予測したうえで 100年先の理想像を描かなくてはいけません。 

また、議論の場では全員が平等に発言することにします。その前提で、議論のルールを以下の５つに

定めました。 

１．小さくまとまらない！100年先の大きな理想（背景知識に応じたもの）を描く 

２．発信をして初めて意味を成すことを肝に銘じる。 

３．議論の場では全員平等、批判を恐れず発言する。間違っていたら素直に認める、誰もそれを責めな

い。 

４．議論の場では相違点と合致点をはっきりさせる。 

５．背景知識の習得に努める。今の最大のレベルで議論。 

 
 



 

【８．各論】 
（８－１．概要説明） 

まずは、大分類・中分類の論点に関して、100年先の論点や理想像を論じます。その後、小分類の各

論に移ります。本年は、「バイオテクノロジー」をトピックとして、詳細に現状と未来予測、論点、100

年先の理想の姿を示します。また、その他にも家族・AI・エネルギー・心理・格差・スポーツに関して

詳細を述べたいと思います。本年の提言書では、ここまでしか盛り込めませんでしたが、次年度以降は、

議論する小分類の数を増やしていきたいと思います。 

 

 
（８－２．大分類） 

大分類で提言する概念は、議論の前提として存在します。なるべく大きな理想、子供が考えるよう

な純粋な理想を提示したいと思います。また、中分類や小分類での議論の内容によっては、大分類も

ブラッシュアップされていきます。 

 
○倫理観 
（考え方） 
・文化、環境、歴史など色々な違いが 100 年後も残る。 
・そのため、ある程度包括的な倫理観とする。 
（理想的な倫理観） 
・人類は継続して存続する。 
・人間は生まれながらにして平等であり、人権を有しており、遵守されるべき権利である。 
（何人もそれを侵害することはできない。ただし、他人の人権を侵害する相当の行為を正当な理由な

く犯した場合に、社会の同意が得られる場合に限って、一部の権利がはく奪されることがある） 
・知の地平線を広めていくことは大多数の同意に基づいて行われるべきであり、人類に危害を与えう

る研究・開発に関しては、大衆監視の下で行われなければならない。 
・ダイバーシティの概念は尊重される。 
（今後の論点） 
・人権とは何なのか？ 
・個の利益を優先するのか、公共の利益を優先するのか。 
・法整備が追い付かない中で技術が進歩する場合への対応。技術の進歩を止めることなく、如何に法

を整備していくかが重要。 

 
○地球の在り方 
（理想的な地球の在り方） 
・持続可能性がある（人類だけでなく、自然も）。 
・都市と自然が調和して、自然が残されている。 
・種の存続、多様性が担保されている。 
（今後の論点） 
・逆説的に考えてみた場合。地球が破滅した姿を予測し、そうならないためにはどうすればいいの

か。地球が人類の住む星として破滅するとはどういうことなのか？ 

 
 
 



 

○宇宙の在り方 
（考え方） 
人類は、100 年後には宇宙の在り方に関与できるような能力は有していないと想定される。しか

し、地球周辺の宇宙の理想の姿を描くことは可能と考え、理想的な宇宙での人類活動の在り方を記し

ます。 
（理想的な宇宙の姿） 
・人間は、惑星間航海を試みる段階になっている。 
・宇宙の成り立ちは依然として仮説の域をでないが、様々な天体現象が確認され、知識が高められて

いる。 
・地球に危険がある天体衝突はすべて把握可能になり、実現可能な回避策がとられている。 
・気軽に宇宙に行くことができ、無重力領域での実験が盛んにおこなわれている。 
・研究開発空間として宇宙を使用することが、政府・大学・民間会社で頻繁に行われている。 
・月面には 30 か国程度が基地を有して研究が行われている。（南極と同じ状態になる） 

 
【人間の姿】 
(理想的な人間の姿) 
・笑顔で人生が送れている。 
・最低限の文化的生活が全人類に保障されている。 
・姿かたちは現在と同様であるが、機械補助による人体の能力向上が図られている 
・医療の進歩と戦争の減少で、人間の寿命は飛躍的に伸びる。 
（遺伝子による病気に対しては遺伝子レベルでの治療が法律で認められる。人間そのもののクローン

はないが、臓器などはクローン再生できるようになっている。寿命が延びた分、人口は増加し続け

る） 
・人類間の言語コミュニケーションの障害は無くなっている。 
・国という分類は存在するが、今よりも往来が活発にかつ緩い集団となっている。 
・各個人の情報はネット上に蓄えられることで、リアルと仮想空間の世界がシンクロしている。 
・殺人や強盗などの重大犯罪がなくなっている。 
・地球の全エネルギーを支配する知識と力を手に入れている 
・地球上の種の存続・多様性は、ダイバーシティの観点から最大限尊重されるべきであるが、人類が

その選択肢を有している状態になっているため、法整備がなされている。 

 
（今後の論点） 
生物種の多様性に人類がどこまで関与するべきなのか。例えば、絶滅すべく絶滅する動物や人類に害

をなすウイルスなどは、絶滅の方向に。それ以外は基本的には残すべきなのか。人類の活動によっ

て、絶滅するものは人類への影響がない限りやむを得ないとするのか。 
 
（８－３．中分類） 
【ライフスタイル】  
・親子、親族という価値観は残るが、今よりも多様なあり方となっている。 

・地域や国によるライフスタイルの違いよりも、個人の性格や願望に応じたライフスタイルの違いの方

がより鮮明になってくる。 

・最低限度の生活は全ての人類に保障されている。 



 

【国家】 

・国家というものは残るが、国家間の壁はより低くなる。 

【経済】 

・経済活動は今よりも自由に行えるようになるが、その中心には人間と AI の両者で最適解を見出して

いる。 

・格差の是正の重要性が今よりも頻繁に説かれている。 

【科学技術】 

・人間と AI の両輪で、飛躍的な進歩を遂げている。 

・物理、化学、地学などの分野の境界が曖昧になり、より細分化された研究分野となる。 

・科学の倫理教育が必修科目になっている。 

・あらゆる実験結果は公開され、その技術の使用可否は世界的に議論されて決定される。 

・地球上のエネルギーの制御がほぼ手中に入っている。 

・宇宙旅行や宇宙での実験などが、気軽にできるようになっている。 

【時間】 

・寿命という観点では、寿命が延びることから時間の感覚は長くなる 

・移動手段が発達し、移動時間は短くなる。 

・睡眠時間に関しては、各人で必要かどうか判断してコントロールできるようになる。 

【芸術】 

・より芸術の幅が広がる。例えば、AIによる絵画展などが開かれる。その中で、人間だけが醸し出せる

ものが見いだされていき、より原点に回帰した芸術も再び脚光を浴びている。 

【自然】 

・種の多様性の重要性は人類共通の認識である。 

・都市と自然の調和が担保されており、自然保護区が確立されている。 

【アイデンティティ】 

・出生場所や育った地域のアイデンティティは、より強くなる反面、地球人としてのアイデンティティ

もより確立されてくる。これは、人類が扱うエネルギー量が地球全体の影響を及ぼすこと、つまり各人

の行動が地球全体に影響を与えるようになることで醸成されていく。 

・また、地球外生命体の存在の可能性は今よりも高まり、そのことからも地球人類としてのアイデンテ

ィティが重要視される。 

 

（８－４．小分類） 

 ここからは、バイオテクノロジー、エネルギー、家族、AI、心理、格差、スポーツの各論に入ります。 



 

 
  

 
 



 

【バイオテクノロジー】   
１．これまでのバイオテクノロジーと今後のバイオテクノロジーの予測 

バイオテクノロジーの歴史は古く、微生物を利用した食品の発酵や植物の交配という形で存在し、か

つては食品や農業などがバイオテクノロジーの中心であった。しかし、現代のバイオテクノロジーはワ

クチン及び抗生物質を始めとする医療に関する技術、ならびに微生物による浄水処理及びバイオエタノ

ールを始めとする生活や環境に関わる技術にまで広がりを見せている。このようにバイオテクノロジー

と言っても、その学問の研究内容は多岐にわたり、食料や医療を始めとする我々の生活に関わる問題の

解決も期待されている。これからのバイオテクノロジーは高齢化社会や地球規模の食料問題を解決する

ための手段としてより一層の技術発展が望まれることになるであろう。 

食料、農業の分野では、「ゲノム編集技術」は「従来の組み換え DNA技術（遺伝子組み換え技術）」に

取って代わり、より生産量が多くなるような農産物やより栄養価・うまみ成分を多く含んだ農産物が開

発されることが考えられる。従来の組み換え DNA技術は、同種または異種の生物間で DNAを組み換える

技術で、DNA の一部を切り取り組み換えるという技術である。日本では、組み換え DNA 技術は食品に応

用することを制限しており、環太平洋連携協定（TPP）の際にも組み換え DNA 技術を利用した食品の輸

入について問題になったばかりである。実際組み換え DNA 技術は、DNA を組み換えることで「良い遺伝

子」を発現させることもできるのだが、「悪い遺伝子」を発現させる可能性もあるのだ。例えば、「果物

の実を甘くする遺伝子」を発現させるために DNA を組み換えた結果として、「毒素を生み出す遺伝子」

が発現してしまうおそれがあるということだ。しかし、ゲノム編集技術を用いればピンポイントで DNA

を組み換えることができるので、組み換え DNA技術のような懸念は無くなる。また同じ遺伝子を持つ生

物を培養するクローン技術を組み合わせれば、水産物において養殖に代わる新たな食糧生産技術を確立

することができる。魚の養殖をするために必要な稚魚はクローン技術により常に生み出すことができる

のだ。 

エネルギーの分野ではトウモロコシなどの穀物や各種植物によるバイオマスが地球のエネルギー問

題解決の一助になるだろう。石油などの有限な資源と違い、大量に栽培することで繰り返し生産でき、

かつ自然サイクルに組み込まれた循環型エネルギーで、トータルの CO2 排出量がゼロになる「カーボン

ニュートラル」なエネルギー源である。これは、再生可能な生物資源を利用しバイオ燃料を生産するこ

とにより、生物が持つ CO2 吸収作用との相殺で CO2排出の低減につながるという考え方である。このよ

うに、限りある化石燃料からの脱却という何世紀にもわたる課題解決にもバイオテクノロジーの発展は

寄与すると期待されている。 

 医療の分野では京都大学の山中伸弥教授がノーベル生理学・医学賞を受賞したことで注目された人工

多能性幹細胞（iPS 細胞）は、全世界で実用化に向けた取り組みがなされている。また、遺伝子工学分

野の研究開発が進めば、あらゆる難病を治療できるようになることは間違いのないことであり、今後 100

年間で遺伝子工学の分野は飛躍的に発展すると予測される。すでにヒトの全遺伝情報（ヒトゲノム）の

解析が 2003年から始まり、発展する IT技術の力も相まって加速度的に解析が進んでおり、遺伝子の解

析結果を利用した新薬開発や、一人一人に合った治療方法の提案が試験的に行なわれている。また、ク

ローン技術が発展することにより組織再生の分野では相当な応用が期待され、病気治療、成人病の予防、

老化防止などに間違いなく寄与するもとなるであろう。 

加速度的に進歩する技術の一方で、以下のような生物学的な問題もある。例えば、過度に発展した医

療に依存することで、ヒトの免疫機能が低下する可能性がある。また、ヒトのゲノムを編集することで

未知の病が生まれる可能性がある。さらに、既存のウイルス・病原菌のゲノムを編集すれば、未知の病

を誕生させることも可能である。例えば、現在世界保健機関（WHO）により定められたバイオセーフティ



 

ーレベルの高い病原体は特定の研究施設でしか管理できないようになっているが、悪意を持った何者か

が致死性の高い病原体に薬剤耐性などの遺伝子をゲノム編集技術により発現させることで、更に危険性

の高い病原体が生み出すことができる。このように人為的なバイオハザードの起こりうる状態がゲノム

編集技術の発展により生み出されるのである。 

さらに、「人類の進化」という観点から見れば、これまでの人類の進化を遺伝子の亜種の出現 = 遺伝

子の異常と考えると、遺伝子工学が発達しすぎるとそれを排除してしまい人類の進歩を妨げてしまう恐

れがあるだろう。遺伝子の異常が人類にとってメリットなのかでメリットなのか本当に我々は判断でき

るのであろうか。将来世代に責任を持てるのであろうかということである。 

このように、バイオテクノロジーには倫理的な問題がつきものである。実際にヒトの遺伝情報を解析

したあとに、ヒトゲノムを編集してもよいのかという部分については科学者の間でも倫理的な問題があ

るとして議論が止まない。実際に中国の研究グループがヒトの受精卵に対する実験を行い、物議を醸し

た。しかし、ゲノム編集で防げる難病を抱えている患者とその家族からは研究促進を望む声は多い。バ

イオテクノロジーの分野では、発展する技術とそれに対して人間がどのように向き合えばよいのかが重

要になる。例えば、既にダウン症の胎児を妊娠したと判明した場合に中絶を選択することが行われてい

るように、勝手な価値観で不完全とされる人間を排除、選別するようになる可能性があるが、この違和

感でさえ未来においてはそれが効率的、あるいは選別をしないことが非倫理的とされる（その赤ん坊の

ため？）時代になることも否定できないのではないか。科学技術の発展に人間の倫理観が追い付かない

という事態にならないためにも、今一度立ち止まって 100年先のバイオテクノロジーの在り方を考える

ことは有意義なことであると考える。 

 

２．１００年先のバイオテクノロジーの理想像を描く上での前提条件 

・100 年先のバイオテクノロジーでは、人類の進化という意味で最も期待される医療の分野で重点的に

議論をしていきたい。これは、人が人を選別し、改変するような「神の領域」に手を加えることの是非

も含めた理想像を論じることにより現在と未来の人類の在るべき姿や価値観を再認識でき、他の分野に

応用できると考えたからである。その前提として、ゲノム編集、クローン技術により身体能力が先天的

に高い人類を作る技術が醸成されているものとする。 

 

３．考えられる論点 

１．ヒトゲノムを編集して誕生した人類とどのように付き合えばいいのか、受け入れられるのか。 

２．ゲノムの編集範囲や編集権はどう考えるのか。 

３．ヒトゲノムの編集技術や運用・管理の仕方はどう考えればいいのか。 

 

４．理想のバイオテクノロジー像 

100 年先の理想のバイオテクノロジー像は以下の３点であると考えた。 

①ヒトゲノムの編集が世界中で認められ、誰もがゲノム編集の権利を持っている 

②ヒトゲノム編集をされた人もされていない人も多様性として認められ、共生できる社会 

③上記 2 点が満たされるように研究開発・技術運用が進む 

 

①に関してはゲノム編集をされた人類に対して、そうではない人類が劣等感を抱くのではないかとい

う懸念に答えたものである。ゲノム編集をするかしないかの選択の自由が全ての親に与えられたとして

も、子供本人が劣等感を抱く懸念はあるし、学校でのいじめにあう可能性も否定できない。しかし、現

在でも子供は親を選べない、出生地も選べないというように初めからみな同じラインに立っている訳で



 

はない。結局は、なるべく多くの機会が平等になるようにという立場にたって、ゲノム編集の有無で機

会の平等が失われないようにすることが重要であるというこれまで同様の考え方になるのではないか

と思う。そもそも、私たち人間は他者と比較することで劣等感を感じることは多々あると思う。その中

で自分自身のことや他者のこと全てを認め、受け入れていくようなダイバーシティ精神が育まれる世界

になっていれば、ゲノム編集による劣等感を抱くことはなくなるのではないだろうか。また、ゲノム編

集の権利はお金が必要となることは間違いなく、そこに不平等が生まれる可能性は否めない。そこは、

ゲノム編集事実は秘密主義とすることや、税金で編集費用をある程度負担できるようにするなどの制度

が 100年先に整備されていることが望ましい。 

②に関してはヒトゲノム編集がされた人とそうでない人との間で差別・対立感情が生まれるのではな

いかという懸念に答えたものである。これまで、人類は、自分と違う考え方や特徴を持った人々を排除

してきた歴史がある。これまでの、奴隷制度や戦争の歴史を見れば明白なことである。もちろん、ゲノ

ム編集の有無は対立理由に成り得るであろう。しかし、100 年先は、人類はより他者を尊重し、争うこ

とないダイバーシティな社会が確立されていることが理想とするのであれば、ゲノム編集の有無もダイ

バーシティな環境では受け入れられるであろう。 

では、ゲノム編集によりデザイナーベイビーが生まれてきたとき、親は本当に自分の子供であると思

えるのであろうか。デザイナーベイビーといっても人造人間ではなく、男と女の遺伝子がなければ生ま

れようがない、ということは多分 100年先でも変わらないのではないかと考えられる。その上では男と

女、要は親がいなければ（受精の形態は様々あるにしても）赤ん坊は生まれてこないことは変えようが

なく、とすれば親子の絆、家族の絆、子どもを育てる行為、子が親を見て育つ、子が親を敬う、という

至極シンプルな親子、家族の関わり方はどんなに人間が進化し、時代が経過しても変わらないでいてほ

しい。理想というと現在より進化したものを考えがちだが、武器が進化すればするほど平和がありがた

くなるように、技術が進化すればするほど親子、家族の絆を強く感じ、壊さないで生きていけるような

世界が理想になるのではないだろうか。 

③に関してはヒトゲノムの編集に関する研究がオープンに行われ、正しいプロセスを踏むという意味

合いで挙げた。ヒトゲノムの編集はメリットも大きい反面、悪用することができるため、一般的な運用

に対する懸念が大きい。例えば、戦時中を想定するならば、極秘かつ急進的にゲノム編集の技術開発が

行われ、より強靭な肉体をもつ兵士の育成のためにゲノム編集の技術が使われることが想定される。こ

のような非人道的な研究のプロセス及び活用は望ましいものではないため、常に大衆の監視の下での研

究が進められるべきであり、現在の生物兵器使用禁止のように歯止めをする制度を作る必要がある。原

子力エネルギーを始めとする科学技術は諸刃の剣であるから、技術やその技術を活用する人間が暴走し

ないような仕組みづくりをしていくことが求められる。 

しかし、いくら制度があっても悪用しようと思えば、悪用することはできてしまうであろう。この立

場に立つのであれば、人類が戦争をすることなく、全人類に対して正しい教育が行き届き、ゲノム編集

の権利が行き渡ったときに初めて、この技術を使用するに足る種族に人類が進化したことになると思う。

重要なことは、ゲノム編集は、遺伝子の病気の治療、人類の能力の更なる発展に寄与する技術になるこ

とであり、技術の進歩に遅れることなく、上記のような負の側面を無くす社会を構築していくことであ

ると思う 100年先に未来にはぜひそうなっていてほしいと願う。 

 

５．理想のバイオテクノロジー像と地球のあり方 

医療への応用が進んでいけば、100 年先には宇宙で生活する人類も出現し、それに伴う身体的進化も

出てくるだろう。その時には、宇宙で生活したり地球で生活したりする人々が互いを尊重し折り合いを



 

つけなければならなくなるだろう。多様性はどんどん広がっていくことになる。これは、悪いことでは

なく、むしろ種の保存という意味では動物として当然の活動になるであろう。これほどのスピードで多

様性を意図的に拡大する技術を人類は地球上の生命体で恐らく初めて持つことになるのである。 

 バイオテクノロジーの進展、ひいては遺伝子工学、クローン技術が発展していく世界では現状の社会

システムは通用しなくなるであろう。例えば農業へ応用することで食料問題解決の一助となるが、そう

なれば人間の寿命が延びてまた人口増加、それに伴いさらなる食料問題が発生することになる・・・資

本主義（人間の欲）がある限り次々と目先の技術が更新され、人間の制御できない領域まで進んでいき

人類の破滅に向かうことが容易に予想される。そうならないためには、本主義や社会主義でもない新た

な社会システムと価値観が求められるだろう。資本主義に変わるとすれば、その社会システムでは目先

の利益を求めること以上の価値観、それもすべての人類に受け入れられる価値観を内包するものでなく

てはならない。その域に人類が到達することで、初めてバイオテクノロジーは真価を発揮し、人類の発

展に大きく寄与することになるであろう。 

バイオテクノロジーはあらゆる産業、あらゆる分野に関係し合っており、もはや現代社会から切り離

すことはできないことは事実である。善悪両面を見極め、人類、地球の未来の継続的発展のためになる

ように使いこなすのは人間であり、100 年先の人類がバイオテクノロジーを正しい方向に運用できるよ

うになることが理想となるであろう。正しい運用に必要なことは極シンプルなことであり、多様性を認

めること、互いを尊重すること、戦争をしないこと、現在の資本主義や社会主義にとって代わる新しい

価値観・社会システムを構築することである。 
これは、もちろん困難なことであろう。しかし、バイオテクノロジーは、癌による死者がゼロになり、

あらゆる臓器は複製可能になり、砂漠化の進行を食い止め、改善し、温暖化を抑制することが可能にな

る・・・、おおいなるポテンシャルを持った技術であることは間違いない。つまり、100 年先は、バイ

オテクロジーの技術を使用できるに値する生物に我々を昇華して、このテクノロジーのメリットを大い

に享受できる社会が理想となるのではないかと思う。 

 



 

 
 



 

【エネルギー】   
１．これまでのエネルギーと今後のエネルギーの予測 
人類は 10万年以上前からエネルギーとして、火を使い始め生活域を広げていきました。その後、水力

や動物、木炭の力を使いながらさらに活動域を広げてきました。１８世紀後半以降は石炭を使用した蒸

気機関の発明による産業革命、20 世紀では石油が使用されより高度な産業が生まれました。2016 年現

在は、50年前と比較して、エネルギーの使用量は３倍にもなっています。（下図参照） 

図 世界のエネルギー消費量の推移（地域別 １次エネルギー toe=石油換算トン） 

（2016年度 エネルギー白書参照） 

今後、中国、東南アジア、アフリカの台頭によりエネルギー使用量は今後も増加していくことはほぼ

確実でしょう。また、化石燃料の使用は今後も続くと考えられます。特に、シェールオイル・シェール

ガス※1などの新しいエネルギー源が開発され、しばらくは石油・天然ガスに頼ることも可能と考えられ

ます。しかし、世界が CO2 削減に動き、資源の値段も高騰していく中で、自然エネルギーとのコスト差

が無くなった時点で、自然エネルギーの比率が増大していくと考えられます。その後は、自然エネルギ

ーと従来型の化石燃料の両輪で社会が動いていく時代が続くと推定されます。 

また、自然エネルギーが普及するにはエネルギーを貯める技術が発展すると考えられます。例えば、

太陽光パネルは日中しか発電ができないため、夜間の電力使用のためには電気を保存する必要がありま

す。電気エネルギーは、位置エネルギー（揚水発電）に変換されることが一般的でしたが、今後は蓄電

池や水素のように化学エネルギーの形態で保存する技術が発展すると考えられます。 

一方で、まったく新規のエネルギー革命が起きることも考えられます。100 年後の世界では商業用核

融合※2発電や宇宙太陽光発電※3、全世界に常温超電導ケーブル※4が張り巡らされサハラ砂漠での太陽光

発電で得たエネルギーを世界中の人が取引する、そんな世界になることも十分に考えられます。 

いずれにせよ、世界は電気エネルギーが中心になっていくことは確実であると考えています。あとは、

その電気エネルギーをどのように作り出すのかが重要です。 

また、エネルギーは国家根本を揺るがす問題でもあります。過去の戦争や紛争も必ずエネルギーが関

わってきています。100 年後の地球の笑顔を考えると戦争はふさわしくないでしょう。そのため、十分

なエネルギーを持続可能に全世界の人々が享受できる社会になることが重要であると考えます。 

２．１００年後のエネルギーの理想像を描く上での前提条件 
・エネルギーが電気の形態で消費される割合が増加している。 

・人類は限りなくレベル１文明※5に近づき、地球のエネルギーをコントロールする手段を得ている。 

・核融合発電や宇宙太陽光発電などの新規の発電技術が発達し、実用化されている 

・世界の人口は 100億人以上であり、現在の２倍以上のエネルギーが使用される世界。 

・現在のように国家の概念は残っている。 

３．考えられる論点 



 

・集約型の発電形態と地産地消型でそれぞれの地域に合わせた発電形態のどちらがいいのか？ 

・大量にエネルギーを使用する社会は本当に幸せな社会なのか？ 

・エネルギーは持続的に享受できるものにするべきなのか？それとも、よりコストが安い物から枯渇す

るまで（コストが上がるまで）使用して、次のエネルギー形態に移行するのか？現在の経済の原理を 100

年後のエネルギーに適応するべきなのか？ 

４．理想のエネルギー像 
上記論点を踏まえて、100 年後の世界の理想のエネルギー像には以下の３点であると考えます。 

① 誰もが同様にエネルギーを使用できる 

 （使用できるエネルギー量に格差は存在しない） 

② 必要な時に必要な分だけ使用する 

 （エネルギー供給の弾力性があり、省エネ性が高い製品の使用。無駄なエネルギー消費を無くす） 

③ 使用するエネルギーの選択肢が多い 

 （自分の好きなエネルギー源が使える） 

①についてですが、全世界の人が同じように十分な量のエネルギーを使用可能な状態にすることで、

エネルギーに関する格差がなくなります。単純に考えて、人類は十分なエネルギーを得ることでより争

いがない社会に向かうと考えられます。十分なエネルギー量を確保するためにはどうしたらいいでしょ

うか？まずは簡単に、エネルギー源を以下の４つに分けてみましょう。 

A.安定的に供給できるエネルギー（原子力・核融合・石炭・石油・天然ガス） 

B.持続可能性があるエネルギー（原子力・核融合・再生可能エネルギー） 

C.供給弾力性のあるエネルギー（石炭・石油・天然ガス） 

D.エネルギーを貯める技術（蓄電技術、水素・アンモニア） 

A～Dは相互に補完しあいながら、運用されると思われます。しかし、安定的に世界中の人がエネルギ

ー供給を受けるには、大規模に安定的に安価にエネルギーを持続的に供給できる形態が望ましいと考え

られます。そのためには、ふんだんにある燃料を使用し、多くのエネルギーを生み出せる核融合発電所

が世界中に何基か作られることが最も望ましいと考えられます。しかし、どこの国がその発電所を持つ

かで争いが起きそうですね。そこは、核融合発電所を共同所有する EU の様な枠組みを作成し、協力し

て運用することで国同士の摩擦を減らしていく試みは考えられないでしょうか？もちろん、安全保障上、

各国は、自然エネルギーや原子力発電所など自国だけでもエネルギーを賄うことができる能力は持つと

考えられますが、よりコストの低い核融合発電所を共同で運用することにより、争いをすることのデメ

リットが大きくなれば、平和な社会を作ることができるのではないでしょうか。 

また、世界中の人の生活圏にエネルギーが送られるために、超電導ケーブルや宇宙からのマイクロ波

照射などの技術が進歩した社会が望ましいと思います。 

②についてですが、無駄に多くのエネルギーを消費する世界を想像したときに、それは技術的発展の

停止を意味するように思います。人類が今後宇宙に活動域を広げるためには、より効率的なエネルギー

使用は必須だと思います。そのため、需要と供給をマッチさせる技術が進歩するべきと考えられます。

つまり、蓄電技術の進歩による供給弾力性の確保が肝心だと思います。（蓄電池の形態や水素の形態の

どちらが 100年後に有利になっているかは分かりませんが） 

③につてですが、100 年後の世界では、ベース電源として核融合のような大規模発電が使用される一

方で各土地に合わせた発電形態がとられる姿が望ましいと考えます。例えば、火山のエネルギーを使用

する地域ではその分野の技術が進歩することで、世界中の火山のコントロール技術も同時に確立されて

いくのです。将来の人類に活動領域を広げる際には、あらゆるエネルギーを使用する技術が必要でしょ

う。そのためには多様なエネルギー源の確保は人類の発展に欠かせないと思います。 

※1 頁岩層に含まれる石油やガスを指す。近年、採掘法が確立され、採掘量が増えている。 

※2 水素やヘリウムなどの軽い原子が融合する反応で、太陽が燃えている原理と同様。1gの水素で石油 8t分のエネルギ

ーを生産できる。 

※3宇宙空間にサッカー場ほどの大きさの太陽光パネルを設置し、エネルギーをマイクロ波で地球に送る試み 

※4 超伝導＝電気抵抗０の状態。現在は、-200℃のような極低温で実現可能であるが、常温で実現可能な物質の開発が続

いている。 

※5 惑星のエネルギー量を支配する科学技術を有する文明を指す。レベル 2 では恒星系、レベル 3 では銀河単位のエネ

ルギーを支配する文明を指す。 

 
 



 

 
 

 
 
 
 



 

【家族】   
１．これまでの家族のあり方と家族のあり方の予測 

 これまでの家族は、人の心と制度によって結婚している男女とその子どもが一つ屋根の下で暮らす

形が家族と考えられてきた。しかし近年は、価値観の多様化によって人の心に重きを置いた家族、す

なわち同性婚や事実婚なども耳にする機会が増えてきた。 

さらに科学技術が加わることで、代理母出産や精子提供・卵子提供など第三者が介在する生殖補助医

療がおこなわれるようになり、親子の遺伝的なつながりも多様化してきた。 

将来的は、幹細胞技術により、同性同士でお互いの遺伝子を受け継ぐ子どもをもうけたり、「ゲノム

編集」により生まれてくる子どもを「デザイン」したりすることが、技術的には可能になることが容

易に想像できる。 

またロボットやペットが家族の一員となる未来もそう遠くはなく、さらに家族のあり方の多様化が進

むと予想される。 

 また戦後産業構造の変化に伴い、夫と妻の役割も大きく変化してきた。 

農家や自営業世帯が多くを占めていた第一次産業時代には、家庭が生産活動の場でもあり、その中で

夫と妻がとともに働くことが一般的だった。 

ところが、第二次産業構造の転換に伴い生産活動を家庭の外に求めていく中で、核家族世帯では「夫

は外で仕事を，妻は家庭で家事・育児を担う」という役割分業が確立した。 

 その後、第3次産業へ変化をとげ、パートタイム労働者を中心に既婚女性の雇用者が増加し、1996年

にはサラリーマンの妻のうちの雇用者数が専業主婦数を上回り逆転するに至っている。 

 1986年に施行された男女雇用均等法や2007年骨太の方針にワーク・ライフ・バランスが盛り込まれ

たことなどにより、女性の社会進出が取り沙汰され、活躍の場が増えているが、出産や子育てなど女

性が担う役割は多く、仕事と家庭の両立には課題が残っている。 

また少子高齢化の波も押し寄せ、介護といった問題にも目を向ける必要がある。そうような課題を解

決するためにロボットやクローン人間が家族の一員になる日もくるかもしれない。 

このように、制度や科学技術、人間の考え方やライフスタイルの変化に伴い、現在にはない新しい家

族の形がうまれる。つまり、100 年後の未来の笑顔を創造するためには既存の家族のあり方にとらわれ

ない柔軟な発想が重要になってくるのである。 

 

２．１００年後の家族の理想像を描く上での前提条件 

・価値観やライフスタイルの変化にともない、現在の制度は考慮しないで考える。 

・科学技術の進歩（遺伝子操作・知能を持ったロボットなど）を考慮する 

 

３．考えられる論点 

・家族の中でのそれぞれの役割はなにか？ 

・家族として大切にしないといけないものはなにか？ 

・ロボットやクローンなどは家族として受け入れられるのか？ 

・家族に求める機能・役割（性的、生殖的、経済的、教育的、所属的）は？ 

・その他 児童虐待、高齢者介護問題、ニートや引きこもり、夫婦別姓など 

 

４．理想の家族像 

既存家族のあり方にとらわれずに地域、価値観、ライフスタイル、環境にあった多様性のある家族のあ

り方を認めることが理想の家族につながる 

 

考えられる家族像 

① 家庭内労働に従事する家族に感謝を示す家族 

育児や出産、介護などの家庭内労働は崇高な活動であり、献身的な精神や愛が必要 



 

② 事実婚や同性婚など制度にとらわれず、価値観を重視した家族 

制度や既定価値観よりも個人の想いを尊重する 

③ ロボットやクローン、遺伝子操作など科学技術の進歩に沿った家族のあり方 

介護問題や女性の社会進出、不妊などの問題解決を図るために科学技術を利用する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【AI】   

1. 人工知能の発展における今までと近い未来 

それは下記の段階によって、変化することが予想されています。 

①〜⑥まで数字が大きくなるにつれ、難易度が大きくなり、拡張性が大きいためより時間がかかる

が、インパクトが大きいものとなります。 

 

① ディープラーニングと機械学習によって広告やインターネット企業などが発展 

Googleの検索エンジンを利用したものや、amazonのレコメンドなど、インターネット企業での活用

が活発化しています 

 

② 認識技術向上（人間の五感を活用したインプットの向上）による、パーソナルロボット、防犯、

ビックデータ活用企業の発展 

日本では pepperに代表されるような、顔を認識する、音を感知するなどの精度が向上してくるにつ

れて、より大きく発展してくる分野です。 

 

③ 人口知能によるプランニング力（自分の行動結果の学習）向上の結果、自動車・交通・物流・産

業が発展 

行動結果の学習力が向上することで、自動運転に代表されるように機械自らが状況に応じて行動で

きるようになってきます。 

 

④ 行動の抽象化（感情に近しいもの）により、家事や医療、受付・コールセンターなどの発展 

③をさらに抽象化していくと、より感情に親しいものが実現できるようになります。すると、機械

的な作業のみでは実現できなかった、より一般的な、よりパーソナライズされた作業を行うことがで

きます。 

 

⑤ 言語の理解により、教育、仕事への代替に対しての発展 

④で行われていた、相互のやり取りだけではなく、言語を習得することにより、自発的なコミュニ

ケーションを行うことが可能になる。 

 

⑥ 大規模知識の理解による、知識労働の代替 

 

上記を図で表したものが下記になります。また、①〜⑥は、図の下にある番号と対比します。赤い部分

は現在進行している箇所です。 

 



 

（参照 https://www.ipa.go.jp/files/000048577.pdf） 

ホワイトカラー・EC・ロバストは難しいかなー(笑)：参照なのでしかたないかな。。 

 

 

２．100年後の予想 

１での未来より更に先の未来の人工知能について、いくつかの予想を挙げてみます。 

2030年～2070年  

・昆虫のように小さく目立たないがありとあらゆる仕事をする、モジュール型ロボット 

・脳の全ての機能や構造を解明することが可能になる 

・自己認識をし、目標や未来を自らシミュレートするような、意識を持ったロボットの出現  

・ロボット料理人、ロボット医者（外科医）などが出現し、さまざまな仕事が代替される 

・本物の動物並みの知能を持ち、行動なども動物と同じペットのようなロボット（猫や犬など）の出

現  

 

2070年～2100年  

・人間に好意を抱いたり、好きになったり、思いやりも持つなどの、感情を持ったロボットの登場 

・人間がロボットになる（人間が身体を捨て、コンピューターの中で意識を持って生きる。技術的に

は可能になるが普及はしないと予想）  

・ アバター技術により、人間がロボットの意識に成り代わって、危険な仕事や宇宙探査をさせること

が可能になる 

 

３．現在の日本における課題 

[短期的] 

・ データ利用に対する社会的な受容性 

世界と比較して、データ利用を過度に警戒・抑制する論調が強いため、今後より加速するグローバル

な生産的競争の中で、日本の競争力を削ぐことになりかねない。 

・適切なルール作りの遅延 

https://www.ipa.go.jp/files/000048577.pdf


 

データ利用に関するルール、自動運転に対するルールなど、制度の遅れによって、日本全体の動きが

遅くなっている。 

 

[中期的] 

・AI がなき産業は競争力がなくなるという危機感の低さ 

日本がものづくりの文化ゆえの、機能選考型の開発が日本では進んでいる。ただ、今後は人口知能を

積極的に取り入れたロボットを発展していかなければ、世界との競争に負けてしまうという危機感が

世界と比較して弱い。 

・AI に対する理解と将来性の期待値 

AIが夢物語であり、実現する日が来ないであろうという認識が、個人・企業・産業に広がっているこ

とによる、将来的な期待値が低い。それにより、積極的に取り入れる個人・企業・産業が少ない。 

・ 積極的な投資が困難 

短期的に成果をあげることが日本企業は難しいため、積極的な投資が難しい。一方、世界は Googleや

Amazonなどさまざまなデータプラットフォームに蓄積されたデータを活用することで、短期的に成果

が結びつきやすいため、積極的な投資が可能。 

 

[長期的] 

様々な分野で、AIの発展が必要。そのためには、多くの人材を終結させることと、ロボット、ビック

データなどさまざまな関連テーマに横串をさすことで、多くの分野に AIを取り入れることが、日本全

体の AIの発展が必要。 

 

４．考えられる論点 

人工知能の発展に伴い、さまざまなものが代替され、人間が思考することが減っていきます。人間は退

化していく姿が容易に想像できます。 

そこで、退化ではなく進化していくために、人工知能をどう取り入れ、活用していくべきか？というこ

とが大きな論点となります。 

議論する上で、 

「自分の意思と思考により意思決定をする」ことを、AI に支配されない状態と定義します。 

その場合、 

「何が支配されるべきか？支配されるべきではないか？」ということが大きな論点になります。 

 

５、理想像 

理想的な人口知能との付き合い方は、人工知能に支配されることなく、うまく活用していくことです。 



 

「何が支配されるべきか？支配されるべきではないか？」を明確にしていくことで、 

支配されてもよい部分は、人工知能に絶局的に代替させていくことを進めながら、支配されていけない

部分は、うまく活用していくことが求められます。 

 

支配されずに、うまく活用し続けていくためには、 

「自らの意思と思考により、変化を受け入れること」 

ことが重要だと考えます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 



 

【心理】  

1．心理学の歴史 
 まず、これまで人の心理がどのように変化してきたかを、心理学の変遷を追う事によって理解す
る。人の心理の変化を理解することで、未来の予測が立てやすくなると考える。 
 心理学そのものの始まりは非科学的なものであれば古代ギリシアのプラトンやアリストテレス
の魂（プシュケ）を巡る学問だと思われる。科学的な近代化された心理学は、１９世紀半ばに始ま
った。心理学は、哲学・医学・生物学をはじめとする様々な分野の影響を受けて変化してきた。 
 
古代：アリストテレス、プラトンなど 
魂についての研究、著述。現代の心理学とは違って、思弁的で抽象的な性格が強い。 
１６～１７世紀： 
心理学(psychologia)は、現代の心理学とは違って、霊魂や精霊などについて思索を巡らすといっ
た「心霊学」に近い形の学問だったのではないかと考えられている。 
 この時代の出来事として、ガリレオ・ガリレイの地動説に関する裁判がある。この出来事は、科
学の力よりも、宗教的な力が強い時代であったことを示す一例である。 
18世紀： 
 イギリスで産業革命が起こり、劇的に社会構造などが変化した時代。人々の間に大きな経済格差
が生まれ、階層分化が進んでいくなど変化の中、急速に社会の価値観が変化し、人精神の性質や本
質を徹底的に知りたいという欲求が哲学者などの間に生まれてきた。この時代の心理学における代
表的な人物としては、デビット・ヒュームが挙げられる。彼は、近代イギリス経験論の完成者と呼
ばれ、人精神の科学的考察と経験的分析を成し遂げようとした。 
17世紀～19世紀： 
 心理学は、「合理主義」「理性主義」と「経験主義」の対立構図を通して発展し、洗練した。 
合理主義・・経験よりも理性を重んじ、感覚的経験を軽んじるという意味で観念的な哲学に向いた
考え方。 
経験主義・・理性よりも経験を重んじ、理性だけに頼った頭の中だけの推論を否定する考え方。 
20世紀： 
 19世紀までの心理学は哲学の影響を色濃く受けていて、意識と主観を研究するものだったのに対
し、20世紀の心理学の主流は、『意識・主観・要素』へのアンチテーゼとして確立された。実験に
よる心理学の理論の発展の代表例としては、「パブロフの犬」の実験と心理学理論の確立がある。 
 
2．100年後の心理の予測 
 過去の人の心理の変化を踏まえ、100年後の心理を予測する。「人のネットワーク」「信じるも
の」「心理学」という観点で予測する 
①人のネットワーク 
 技術の発展によって、距離の制限、時間の制限は小さくなり、より自主的なネットワーク作りが
促進されると考える。20世紀のような職場、地域を中心としたネットワーク形成から離れ、主義、
趣味、嗜好をもとに形成された、場所を超えたネットワークが形成されていく。ネットワークへの
参加が個人の意思に委ねられることにもなり、積極的に動く人が活躍の場を広げる反面、動かない
人は、孤立しやすくなるリスクが生まれる。 
 
②信じるもの 
 神→科学という時代の変遷の中、まだ、科学、理論が支配する時代が続くと考える。2000年代後
半では、理論およびコンピューターパワーの進歩により、自然、人の活動に対する予測精度が高ま
り、特定の分野については、最も信頼されるのはコンピューターによる予測となる。 
 コンピューターの発展によって、現在人が行う仕事の多くは、程度が軽く見られるか、ロボット
に取って代わられる。人は、「自分は何をするために生まれたのか」「他の人に出来なくて、自分
に出来るものは何か」、ということを突き詰めなければならないという状況に直面する。人の意思、
想像力がより重視される時代となる。 
 コンピューター、機会に任せる領域と、人間だけの領域の区分がより意識され、明確化されてい
くと考える。 
 
③心理学 
 コンピューターに対する人の優位性に焦点が当てられ、それに関する心理学が発展していくと考
える。それと同時に、人の行動にも変化が生じ、その一例としては、 
・論理的著作よりも詩を嗜好する人が多くなる。 
・戦術、勝利を目指すスポーツよりも、表現を重視するスポーツが流行する。 
(サッカー野球よりも、フィギュア、シンクロなど) 
が考えられる。 
 
3．技術の発展と物の心理 
 人間以外にも、心理があるとした場合に、未来がどうあるべきかを考える。 



 

 ペットと、家畜の鶏を比べたらどうだろう？ペットの場合、悲しい顔をしているわけではないの
に、悲しそうにみえたり、別に楽しいわけでないのに、はしゃいでいるように見える。単純にお腹
が空いて、餌によってきているだけなのに、自分への愛着があるようにも見える。 
人の感情がペットに反映されていて、そういう風にみえてしまうということだ。ペットが、この世
を去ると、悲しくなり、お墓をつくりお経まであげてしまうことになる。 
 では、鶏の場合はどうだろう？ 
鶏に感情があると思う人は少なく、食べるものという感覚になっている。平気で、食べるためだけ
に、育て、卵をうませ、隅から隅までたべつくす。まさか鶏の墓をつくる人はいないと思う。 
 
 ものではどうだろう。例えば、鉄道ファン。僕は列車、特に、長距離を走りぬく列車に感情があ
るように思う。これも自分を投影する、つまりおきかえて考えるという動作が入る。自分が鉄道だ
ったら、と想像する。大雪の中、長距離を走り抜いて、ドロドロになっている列車を見れば、かっ
こいい、というか、素敵というか、男クサいというか、、そういう感情になる。顔のようなものが
見えるときもある。全ての鉄道ファンがそういう訳ではないのだろうと思うけど、少なからず、僕
はそう思う。ラストランともなると、涙ぐみ手を振る人もいる。 
 また楽器なんていうものそうだ。長年、一緒に練習した楽器は、そうそう、簡単には捨てられな
い。そこには、「ともに戦った同志」、みたいな感情がうまれる。 
 もともと、日本人は、全ての物には、神がやどるとしてきた。食べ物、食べるときの道具、井戸、
山、石、建物、空、動物、全てに神がやどる。だから、大切にし、話かけ、そしてともに生きてき
た。その歴史を感じ、先祖を思い、そして、未来にどう繋げていけばいいかを考えてきた。 

一見、非効率に見えるかもしれないが、適正な経済活動だったのかもしれない。今の日本では、
消費回転をあげることがすなわち経済効果が高くなる。という定義になりつつある。資本主義とい
う世界で生きている以上、経済効率をあげるしか生きる道はないのだ。 
 しかし、資本主義である程度まで成長してきたら、そのサイクルが遅くなる。つまり、物が壊れ
にくくすることがよく売れるようになり、それがサービスにつながり企業の価値が高くなる。がし
かし、長く使えば、次買う人がいなくなるというジレンマもある。売るために技術を磨かなくなる
場合もなきにしもあらずだ。 
 
 今の日本では、そういう「消費社会」と、「伝統社会」が混在している。 
 
 消費社会がこれ以上拡大すると、歴史を感じることが無くなり、それ故、未来を描けなくなる。
未来が描けないということは、社会の閉塞感が更にたまり、あるとき、大きな爆発につながる。 
 現に多くの爆発を繰り返してきたのだが、逆に爆発をしいないと次に行けないというのが人類の
ルールみたいになっている。しかし、この１００年の間に爆発を起こしていいだろうか？願わくば、
わかっているなら、防ぐ方法はないのだろうか？ 
 だから、もっと、物や全てのものに感情をもたせ、創造力を駆使して、経済効果を高めていく必
要がある。 
 
 例えば、こうだ。 
５００年続く建築物があるとする。使えるものは使う、再生するものは再生させる。更に最新の素
材も取り入れる。そうやって、６００年、いや１０００年続く建物になっていくのだ。ただ、やは
り、形あるものは、いつかは、無くなることも受け入れなくてはならない。永遠の命などないとい
う現実も受け入れなくてはならない。 
 
 よって、どう過去を継承し、現在を生き、そして、未来を創造していくかは、ものに対する感情
によって大きく左右されると思う。 

未来には、物へ感情を持たせることができるようになるだろう。これは、意外と人間の感情をそ
のままで投影すればいいのかもしれない。 
 例えば、夏の暑い日に、満員電車が走っているとする。その列車は、もう２０年も、1日も休ま
ず、朝５時から、夜中の１時まで走り続けている。もう、そろそろ、いい加減に休ましてほしい、
という感情を発生させるか？まだまだいくぜと発生させるか？ 

大筋でいくと、前者になる。そうすると、列車は疲れた顔に見える。というか、そういう風にプ
ログラミングする。そして、しばらく休憩することになる。その間に、手当をして、綺麗にして、
そして、また、新素材を工夫し、リノベートし、走れるようにする。技術革新をしながら、古きも
のを大切にするという発想が大事なのである。 
 
 そんな時代ではものとどうやって向き合うのだろうか。物と会話をするということは、どういう
ことだろうか。ものに感情を宿すとはどういうことだろうか。 
 
 例えば、携帯電話においても、そろそろ家に帰って体を休めようか？彼女に電話してみたら？今
日は、野菜を中心に運動をしたほうがいい？など、刻々と入るビッグデータを、サーバーに蓄積し、
AIとリンクさせ、過去を記録し、現在を把握し、そして、未来を予測できるようにしていく。 
 おばあちゃんがいなくなっても大騒ぎしてなかったのに携帯電話が１分でもなくなれば、大騒ぎ
するのはなぜだろう？それぞれに、カバーを着せてあげ、２４時間一緒だ。携帯電話を時には変化
しお母さん代わり、や警察代わり、法律代わりになることもありえる、そのうち携帯電話と結婚す
る人もいるだろう。構造上ということであれば、外見は、変化せず、中身だけが、リニューアルし



 

いていくことも基本である。外見だけはかえず、中身が最新というのが、今後のトレンドになるの
かもしれない。 
 
 すべてを破棄し、完全に買い換えるという時代は終わるのかもしれない。では、資源的にどうか。
究極の発想では全ての地球上のものは、地球でリサイクルできるという考え方である。では、使い
捨てという話でなく、使い続けて進化させるという考え方をもつことが、正しいのかもしれない。 
 
 サイクルのバランスというのも大事。人の寿命はどんどん長くなっている。ものの寿命に関する
考え方も変わってくるのだ。 
 
4．100年先の日常 
体温が少し高い、今日のスケジュールに対して、起こし方まで決まる。 
 
起きたと思ったら、そのままざぶーん。適正な温度なのに、少し熱い。 
目覚めさそうという意図は、この部屋のAIが指揮している。 
はじめくんは、うごいていると言い張るが、温度がどんどん暑くなる。 
どうも、この設定は、教育熱心なお母さんがコントロールしているらしい。 
 
縦型の風呂に入り、水をかぶると、そのままドライ。 
まるで、皿洗い機の中だ。 
 
暑いよ。とはじめくんが話せば、誰かが、（ここでは、すべての物に感情があるから、誰とかく）
なんらしかの話しをしてかえしてくる。 
 
うーんはじめくん。今日は、大切なテストでしょ。 
うーんテストといっても、AIをはずして生きていくってどうよ。 
みたいなテストだろ？難しいんだよねー。 
よく１００年前の人間は、そんなことができてたねー。 
よく交通事故がおきなかったもんだ。 
（いやー年間日本では１万人もの人が死んでたんだよ＝） 
すごい、毎年、世界中で戦争がおきてたんだ。 
すごい時代だねー。 
お皿洗い機の話しが終わり、外に出たら、食事の時間だ。 
 
データと口づさめば、どこでもガラスが飛び出てくる。 
言わなくても、必要なデーターもでてくる。 
必要な物質はこれ、足りない物質はこれ。 
今日の1日を考えるとこれ、と化学物質がならぶ。 
だから、このメニューだと。 
 
うーん。またかー。といえば、 
じゃーと違うメニューが表示。 
それにして、。と 
 
すると、目の前に食事がでてくる。 
その下にしぜんに机がでてくる 
 
空中には、ペットのまきちゃん。 
まきちゃんは、鳥のような感じだが、体は毎日、気分で変色する。 
 
まきちゃんからの映像は、お父さんとお母さんにいつでも見られてるからかわいい時もあれば、消
えてほしいときもあるので、やっかいだ。 
 
ご飯を食べているときに、ねーー 
 
僕のAIはどうして、クラス１なの？ 
はじめちゃんのAIは遺伝子で振り分けられて、とりわけ、遺伝子が優秀な家系の中で、使えるんだ、
でも全人口のバランスからいうと、１０パーセントくらい。 
富裕層とか、政治家っていわれてた人の祖先が主流。 
はじめくんは、テストケースだから、抽選であたっただけだよ。 
 
でも、今のところ、エラーもなく、順調。でも、いつクラス２に落ちるかは、役人なんかが決める
んだよ。AI国の人かなー？ 
 
なんか自分自身を見てくれてない感じがするよねー。 
いえいえ、クラス１のおかげで、はじめくんはとても幸せな人生が送れてるんだよ。 
 



 

うーん。そうは思わないけどなー。 
 
はい。それではスタディーの時間 
 
頭がさえた一番いい時間だから、そこに学校がやってくるんだ。 
うーん 
 
ねー１００年前の人はどうしてたの？ 
 
毎日、学校に行くんだよ。歩いて、電車にのったりして、 
へー。 
 
僕は今、６歳で大学生だけど、昔の人は？ 
 
昔の人は、６歳だと、小学１年生だね。 
えーー。じゃあ、英語はしゃべれない？ 
そう。 
暗記しないといけないし、AIがないから、日本語もままならない感じだね。 
 
ふーん。すごい。とても、僕にはできないな。 
来年、僕は、就職だもんね 
 
おめでとう、人口１０パーセントの特権で農業ができるんだよね！ 
そうそう、僕はそれがやりたかったんだ。 
 
自分で、物をつくって、食べる。 
こんな素敵なことないよね。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 



 

【格差】  

1. 格差を考えていく上での前提条件 

今回は「社会の中で上位を占める層が求めてきたもの」という観点から歴史を振り返ります。それに

よって、時代ごとにその社会では「何」を保持していることが社会的地位を占めることにつながるのか

を考察し、その集団内での個人間の格差は「何」によって生じていたのか捉えてみようと思います。 

※参政権などの人権や社会的影響力などは社会的地位に応じて決まると考える。そのため社会的地位が

そもそも「何」の差異によって決まるのだろうということをここでは考察しています。 

  

2. 日本におけるこれまでの個人の価値観の変遷 

これまでの歴史を振り返ってみると、大きく「土地」を求める時代とその限界が生じた時代、次に「金」

を巡る時代とその限界が生じた現代にわけて考えることも出来ると思います。そこで、次からそれぞれ

の時代について詳しく考察していこうと思います。 

 農耕文化が発達し、定住生活が始まると人々は「土地」を求めるようになりました。弥生時代、古墳

時代、飛鳥時代、平安時代、鎌倉時代、室町時代、そして、戦国時代。それぞれの時代では、まだ人々

が生活するのに十分な食料を生産することができず、餓死が深刻な問題となっていました。そのため、

生きるために必須な米を生産することが出来る「土地」をより多く持っているものがより高い社会的地

位を占めていました。 

 この時代、土地は無限であり努力すれば領地は拡大出来るという有力者と、それに伴う有力者同士の

争いを抑制しようとする中央政権という大きな対立軸でみることが出来ます。すると、中央政権は日本

国内の支配地域を拡大することで全体のパイを拡大することを目指し、豪族や武将は自らの領地を増や

そうと努力します。 

しかし、中央政権が力を持ち領地が確定すると、有力者が自らの領地を拡大することの限界を意識す

るようになります。その結果、有力者が更なる領地拡大を求めて既存の中央政権へ反逆しようとする動

きが生じ、中央政権が崩壊していきました。 

また、日本国内での領地の拡大が望めなくなり、海外に勢力を広げることを目指したのが明治時代の

大日本帝国時代であると思います。それと同様に、世界全体で「国家」を中心として「土地」を求めた

のが近代の帝国主義の時代であると思います。しかし、土地事体は地球という限界があります。そして、

それを世界全体で確認したのが二度に渡る世界大戦だと考えます。 

そこで、次に求められたのが「資本」だと思います。「土地」の代わりに「GDP」を求めるようになっ

たのが戦後から現在にかけての時代です。この時代では、貨幣を稼ぐことが出来る機関、すなわち「企

業」が登場し発展を始めました。 

これは「管理通貨制」という貨幣革命によって、資本が無限に増えると信じられたことが背景にある

と考えられます。この無限増殖性について具体的に、A くんが銀行に 100 万円を預けた場合を考えてみ

ます。すると、そのお金が銀行を通して B さんに貸し出された場合、A 君は当然 100 万円の資産をもっ

ているのですが、B 君も新しく 100 万円を保持することになります。すると、なにも生産されていない

にも関わらず、社会では 100 万円から新しい 100万円が生まれています。こうして、貨幣が流通するこ

とによって、貨幣が貨幣を無限に生み続ける制度が生まれました。 

 有限な「土地」に代わって無限に増える「資本」を人々は追求し、「資本」の多寡によって社会的地位

が定まる時代。それが 1950 年代から 00年代だと見ることができます。 



 

 では、今後 100年後、人々は「何」を求めるようになるのでしょうか。そこで、次に今後、個人をま

とめている社会がどのように変化していくかについて、まずは考察してみようと思います。 

 現在の国民国家体制は、1648年のウエストファリア条約の成立によって成立し、その後フランス革命

や独立革命などの市民革命によって「国民国家」が、二度の世界大戦によって「民主主義」が、それぞ

れ正統化され、社会の根本的な価値だと絶対視されてきました。 

 しかしながら、近代国家によって作られた「国民」という概念は、グローバリゼーションの進展に伴

い輪郭がぼやけ始めます。ひとの流動が激しくなったことで、国家を支える国民が多様な集団になり、

「国民のため」という言葉で表せるものがなくなってしまいました(例えば一昔前は、米国人は WASPの

ことを指していたのですが、このまま移民が増加すれば黒人やヒスパニックのほうが人口の多数派とな

ります)。 

 近代では、国家は一つの民族からなるので(国民国家の原則)、その国民が求めるものを実現すること

が肝要である(民主主義)、という正義が成り立っていました。しかしながら、人口移動の増加により「国

民」がぼやけることで、この正義が成り立たなくなってきたのです。 

 そこで、今後はグローバリゼーション・国民国家・民主政治のいずれかを諦め、以下の 3つのパター

ンのうちどれかを選ばなければならなくなると考えます。 

①米国西海岸型 

◆グローバリゼーションと民主主義を優先し、国民国家という概念をあきらめる場合 

◆多様な人を受け入れ、その人々にも市民権を付与して政治を行うが、均質的な「国民」という存在は

いない社会 

 

②露国・中国型 

◆グローバリゼーションと国民国家を優先し、民主主義に代わる政治主権を行う場合 

◆ヒト・モノ・カネの流動を認めるものの、同一文化を保持する民族へのナショナリズムを高揚させ、

他民族を排除する社会 

 

③イスラエル・日本型 

◆民主主義と国民国家の結合を目指しグローバリゼーションをあきらめる場合 

◆グローバリゼーションの進展を拒み、国内での同一民族による、民族国家を運営する社会 

 

 以上 3 つの類型に従って、今後各国は選択が迫れるようになるのではないだろうかと考えられます。

現在、EU が移民問題によって人の移動の自由化の是非が議論されているように、そして米国の大統領に

ムスリムやヒスパニックの流入を禁止し、TPPの撤廃を求めるトランプ氏が選ばれたように。 

 

1． 100年後の理想社会を考えるうえでの前提条件 

・人工知能の発展によって生きるための労働はなくなり、人々はベーシックインカム1によって生活して

いる 

・食料や水などの生きるために必要なものは全てロボット工場によって作られている 

                                                   
1 最低限暮らしに必要な現金を、無条件ですべての個人に死ぬまで定期支給すること。通常、ベーシッ

クインカムの導入と同時に、雇用保険や生活保護などの複雑化した社会福祉制度を一本化することが

検討される。(日本大百科事典より抜粋) 



 

・人々が「何」かを求める以上格差はなくならない 

・むしろ格差は競争意欲を引き出すため必要な側面もある 

→結果の平等を重要視してしまうと生産意欲が減退する 

・機会の平等を担保すべき 

→生まれた場所など、生誕時の外部環境が障壁となってその人の個性が発揮される機会が失われること

を許してはいけない 

 

2． 考えられる論点 

・今後「何」を人々は求めるようになるのか 

・反「資本」主義として今後なにが求められるようになるのか 

→共産主義では財の再分配機能の強化を求めることで資本そのものの画一性が求められた。 

また現代では「ライフスタイル」「QOL」などが求められるようになってきている。 

・格差の是正は可能であるのか 

→革命でも上下が変わるだけで格差そのものはなくならないのではないか 

・絶対的な格差(難民地帯で生まれた子供など)はなくなりうるのか 

・移民や LGBTなど、既定の枠組みから外れた人々への対応が遅れていることは格差なのか 

・特権階級の人々が驕らず倦まず真摯に生きていけるようになるにはどうすればよいか 

 

3． 理想の社会状態 

①個人の「生きがい」によって評価される時代 

(個人がどれだけやりたいことを実現できているか、その分野で評価されているかが重要) 

②誰もが生誕時の外部環境によって人生が定まることがない時代 

(紛争など社会事情や、貧困など家庭の事情が子供に悪影響を与えない) 

 ①について、100 年先は人工知能を搭載したロボットによって、生きるために必要な労働は全て賄わ

れるようになり、人々はベーシックインカムによって労働を行う必要がなくなると考えられます。そこ

で、その人がどういう生き様をしているのか、何を大事にしているのか、そうした個人の価値観がその

人を計る基準となっていくと思われます。好きなことをその分野内外で評価されること、価値観に合っ

たライフスタイルを営むこと、すなわち「生きがい」をこれからは求めるようになるのです。 

 また、その際は運動でも遊戯でも芸術でも商売でも、趣味によって明確な優劣はない(学校での部活

のようなイメージ)ですが、その趣味の範囲内では順位判断が付くようになると考えられます。学生時

代のように、誰もが好きなことに熱中し、逆にその集団内では好きなものだからこそ優劣の差がはっき

りと認識され、レギュラー争いのように自分が納得できるところまで追求していく。 

そうしてすべての人が、自分がやりたいことを見つけ、それに挑戦していく社会が理想的であると考

えます。 

②について、社会は集団として何かを求めることがなくなり(国家・企業など団体として冨を求める

など)、個人の自主自律が重んじられるようになると思います。その結果、現代のようにイデオロギーの

対立による民族対立や紛争、LGBTや人種などの差異による差別がなくなると思います。また、食料やエ

ネルギーなど生活に最低限必要なものは全て整備されているため、先進国と発展途上国の生活水準の差

も解消されると考えます。 

最後に、「格」の「差」というものは、ある程度必要だと私は思います。「徒競走で全員 1位」「大会で

は勝っても負けても全員優勝」では、誰も努力しません。「上に行きたい」「強くなりたい」そうした気



 

持ちは「格」上の存在に憧れるから生まれるものだと思います。しかしながら、それは「格」が下な人々

が足蹴にされてもいい理由にはなりません。また、「格」の違いが価値の上下を作るわけでもありませ

ん。部活のように、それぞれの集団の中で競争しつつも、学校という全体の集団の中ではお互いの趣味

が認め合える社会。そうした社会を作っていきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 



 

【スポーツ】   

１．これまでのスポーツと今後のスポーツの予測 

 スポーツは、3 万年以上前の先史より行われていたと言われています。その目的は時代、地域、

階級によってそれぞれですが、そのいずれも人々の生活と密接な関係であったことは間違いないよ

うです。宮廷娯楽や葬礼、オリンピックの前身とされる祭典、軍事目的から転じて健康やレクリエ

ーションのため、といったものもありました。形を変えながら続いてきたスポーツ文化は、ご存知

のとおり近現代までしっかりと受け継がれています。1896 年、アテネで始まった近代オリンピッ

クは国家単位でのスタイルとなり、ナショナリズムの台頭で政治との結びつきが生まれます。 
用具面や分析面、スポーツ科学の発達により競技力向上が見られる反面、大戦や冷戦、政治や利

権、ドーピングなど外的要因に結果やルールが左右されることも少なくありません。スポーツと政

治、社会とのつながりは今後も続いていくと考えられるので、政治や社会にプラスに作用するよう

なスポーツの在り方が求められます。 

  
一方で、これまでの長いスポーツの歴史をたどると、「ダイバーシティ」の考えはようやくここ

50-100 年の間に確立されつつあることがわかりました。今でこそ活躍の場が多くありますが、「女

性」と「障がい者」がスポーツでスポットライトを浴びる機会は長い間ほとんどありませんでした。 

 
・女性スポーツ：19 世紀末にようやく上流階級間で楽しめるようになったが、第一回の近代五輪で

は女子禁制だった。 
・障がい者スポーツ：第二次世界大戦で負傷した兵士のリハビリテーションをきっかけに広まり、

1960 年のローマ五輪が第一回パラリンピックである。 
しかし、現状のスポーツは性差や障がいの有無が一つの壁として存在していることがほとんどで

す。科学技術の発達によって誰もが平等に競い合うスポーツの実現を後押しできれば、本当の意味

での「ダイバーシティ」が実現できるかもしれません。 
これからの目覚ましい科学技術の進歩がスポーツに与える影響は、私たちの想像をはるかに超え

ていくものと思われます。それらがもたらすものは、スポーツを加速度的に進歩させ、新たな競技、

ひいては新たなスポーツの定義を生み出すという前提で論じていきます。 
 

２．１００年後のスポーツの理想像を描く上での前提条件 

・人間の身体表現を補助する科学技術が飛躍的に発達している。 
・公正な運動能力の実現により「ドーピング」の必要性が全くなくなる世界。 
・世界情勢、国家間の関係にスポーツが密接に影響を及ぼしていること。 
・形はどうあれ、スポーツを通じた教育は残っていること。 
・貧富の差の縮小や競技の多様化が進み、スポーツのすそ野は今より広がっている。 

 
３．考えられる論点 

・「スポーツの定義」を論じる 
・人間の身体能力の限界 
・国際情勢へのスポーツの関わり方 
・100 年後の「スポーツ教育」の形 



 

・スポーツでの「壁、常識」を科学技術が破る可能性①（障がい、性別などの差） 
・スポーツでの「壁、常識」を科学技術が破る可能性①（体を動かす必要性の破壊） 

 
４．理想のスポーツ像 
上記論点を踏まえて、100 年後の世界の理想のスポーツ像を示します。 

① 科学技術の発達が性別や障がいの有無による差を縮め、平等に楽しみ競い合うフィールドを

実現させる。 
→「自分がやりたいと思ってもできないスポーツは 100 年後にはなくなる」というイメージです。

また、「あらゆる人が参画できる」ことを軸にスポーツを再定義し、新たな競技やポジション、関

わり方が生まれています。 

 
② スポーツが世界情勢を動かすシーンが当たり前になる。 

 →もちろんプラスの方向に、です。NBA のスター・ロッドマン氏の訪朝やアメリカとキューバの

国交回復などがイメージですが、もっとダイナミックに、密接にスポーツが社会を動かせる手段に

なる世の中です。政治とスポーツの関わりには賛否ありますが、私個人の意見としては密になるこ

とを推し進めていく方向です。全く切り離してしまったらスポーツは「その場の感動はあっても中

長期的には何も生まないショー」にしかなりかねないからです。どんな分野だってトップレベルに

いる人の努力、熱量は近しいはず。社会に影響を与えられるようなフィールドがあってしかるべき

と考えます。 

 
③ スポーツ教育が社会で活躍する人材の育成に直結するような仕組みができる。 

 →体育や部活動を単なるレクリエーションや人格形成にとどめず、ビジネスの世界の縮図のよう

な組織を作ることで、「学校で学んだことが生かされている」「スポーツしかしてこなかったけど、

どんな仕事をするにあたっても自然と基本的な考え方の素養が備わっている」教育環境を目指しま

す。 
【参考文献（コアジャンル含め増強予定）】 

・歴史 

∟スポーツの歴史と文化―スポーツ史を学ぶ 

∟新版 スポーツの歴史 (文庫クセジュ) 

・未来 

∟為末大の未来対談―僕たちの可能性ととりあえずの限界 

∟少年スポーツと教育の未来 勝つことよりも大切なこと 

・URL 

http://www.meti.go.jp/press/2016/06/20160614004/20160614004.html（経産省） 

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/sports/017/toushin/1337250.htm 

http://www.mext.go.jp/b_menu/shuppan/sonota/detail/1341273.htm（以上文科省） 

http://www.juntendo.ac.jp/athletes/history/birth.html （女性スポーツ研究センター） 

http://color-imode.com/page1-4.html （スポーツ解剖ネット） 
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